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例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   井辺 一章 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事   堺  和信 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長     田中  晶洋  

                               

 

   人類に奉仕するロータリー 

ささゆり群生  田中 晶洋 

高山西ロータリークラブ

＜会長の時間＞ 
先週に引き続き『知恵薬になる食材・

野菜』という本から、本日は「ナス」に

ついてお話しさせていただきます。 
焼けた炭の中へ、アルミホイルで包ん

だ「ナス」を入れ、黒焼きにしたものを

すりつぶして粉状にすれば、江戸時代から伝わる「自然の歯磨き

粉」が完成。口内炎はもちろん、歯痛や歯茎の腫れ、口臭にも効き

目があるとされているそうです。 
 
 

＜幹事報告＞ 
◎ガバナーより 

・2016-2017年度地区大会のご案内 

および全員登録のお願い 

日 時  10月22日(土) 13：00開会点鐘   

23日(日)12：30閉会点鐘 

会  場   高山市民文化会館  

   登録料   会員 10,000円  ご夫人 5,000円   

◎高山あすなろ会より  

 ・第41回飛騨児童・生徒木工工作コンクールご協賛・ご後援・ 

賞状名義使用のお願い 

   日時：9月9日(金)～11日(日) 会場 ：市民文化会館3階  

＜受贈誌＞ 

高山ＲＣ（活動計画書） 

 

 

＜出席報告＞ 

 

 

＜本日のプログラム＞   クラブアッセンブリー 
職業奉仕委員長  田中 正躬 

副委員長に住田さん、委員に

東さんで務めさせていだきます。 

基本方針として、職業奉仕の

意味をそれぞれ会員が自覚して

ロータリーに参加する事を願っ

て活動したいと思います。 

 9月16日の担当例会は職場訪問例会として飛騨ミートの見学、

2月10日はゲストスピーカーをお招きする計画をしています。 

 

 

会員増強委員長  井上 正 

今年度会員増強委員会では、

あの人と会いたい、あの人と活

動したい、そんな会員増強を目

指し、先輩諸兄のお知恵をお借

りし、また懇親の機会を通じ、

様々な世代の職業人交流により

5名以上の新規入会を目指して参りたいと思います。よろしくお願

い致します。 

 

 

職業分類・会員選考委員長 
       阪下 六代 
 委員会の構成、基本方針、計

画はクラブ活動計画書に記載の

とおりです。 
 あとは、クラブ定款及び細則

の規定、精神をふまえつつ、会

員増強委員会の活動を極力支援

してまいりたいと考えております。 
 

 

出席・プログラム委員長 
向井 公規 

副委員長には塚本さん、委員

は松川さんです。 
 基本方針と致しましては、プ

ログラムのスムーズな遂行のサ

ポートおよび出席率の向上でご

ざいます。 
 業務内容としては、プログラムのスムースな進行のため、普段か

ら各委員長や役員の方々と連絡を密にし不備の無いようサポート

させて頂きたいと思います。 
 また出席状況の報告と出席に関する喜捨ファインをきちんと徴

収させて頂くことにより向上に繋がればと思います。 
 先日の会長挨拶でもありましたように「このクラブの問題点は出

席率の悪さかと思います。」とのことで、少しでも出席率が上がる

よう、私自身も出席を意識し、皆様におかれましてもよろしくお願

いいたします。 
 一年間、どうぞ宜しくお願い致します。 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 31名 3名 34名 39名 87.18% 

本日 28名 － 28名 39名 71.79％ 



例 会 報 告  

人類に奉仕するロータリー 

 
ロータリー情報委員長   
折茂謙一 
副委員長は斎藤 章さん、委員は

山下 明さんです。 

基本方針はロータリーの歴史、綱

領およびクラブ活動に関する情報

を提供し、ロータリークラブの理

念を共有しロータリアンとしての

意識高揚に努める。 

計画としては、新入会員のためのオリエンテーションを実施し

ます。第二としてはロータリの理念を深く掘り下げた公演を計

画しています。 

 

 

社会奉仕・ヘルス委員長 

  下屋 勝比古 

副委員長は田中 武さん、委員に

榎坂 淳一です 

【基本方針】 

①高山西クラブが高山地域に対

して、どのような社会奉仕がで

きるのかを考え、実践する。 

②会員の健康維持に対して興味を持っていただく。 

【活動計画】 

①ゲストスピーチ 

9月2日 飛騨高山ブラックブルズ岐阜 監督 山川 由加 様 

2月17日 未定 

②高山駅新装記念行事参加 

10月1日駅前イベントに飛騨高山高校インターアクト部と 

共に会場設営・会場案内・行事参加・撤収清掃 

③ソフトミニバレーボール大会 

8月7日 第66回大会(飛騨高山ビッグアリーナ) 

3月5日 第67回大会(飛騨高山ビッグアリーナ) 

☆山王フラワーズ様に練習参加をお願いし、練習に参加でき 

ます。飲み会よりバレーボールをすることで運動習慣を持 

ち、健康維持増進に役立てるように参加を促すとともに、 

チームワークを築くことで会員相互の結束を図る。 

 

 

環境保全委員長  新井 典仁 

メンバーは副委員長に山下明さ

ん、委員に折茂さん、田邊さんで

す。 

基本方針は「行政（高山市）が考

える環境政策についての理解を深

め、ロータリーとして環境活動に

参画する」という事です。 

活動計画としましては、9月30日と3月31日の2回担当例会

としてお時間を頂いております。高山市の環境政策を深く理解

する為に高山市の環境政策推進課の方から講師をお願いしたい

と思います。宜しくお願い致します。 

 

 

国際奉仕・友好クラフ委員長  

斎藤 章 

副委員長 門前 庄次郎 委

員 蜘手 康介の 3 名で構成さ

れます。活動方針は計画書をご

参照下さい。２回の担当例会が

あります。 

台北東海クラブは2年前に20周年を迎え、当クラブは昨年50

周年であり、お互いの交流は今年度あまりないものと思われま

す。交換留学生に関しては、受け入れは予算上無理でもあり地

区での受け入れ過多なので、派遣の方向を探ってみる予定です。 

 
 

ロータリ財団委員長   

内田 幸洋 

ロータリー財団の内容は多様

で複雑で多岐にわたります。な

かなか理解するのがための勉強

会として11月11日の担当例会

を開きます。それによりロータ

リー財団からの補助金を受けるべき事業があるか研究し次年度

に引き継ぎます。     

 

 

米山奨学委員長  小森 丈一 

 副委員長に岡田さん 委員に

阪下さんの 3 人で務めて参りま

す。 

基本方針として、米山奨学事業

への貢献の為（これが目的）地

区目標金額に応える、と言う方

針でこの1年務めて参ります。 

地区の要望金額は、普通寄付１人 5000 円 特別寄付１人

10,000 円 合計 15,000 円の要望です。全国平均は１人 16,000

円だそうです。 

当クラブの現状は普通寄付 1 人 4,000 円を本部負担金として

会費の中から支出して居ます。特別寄付は米山に御理解頂いた

方、昨年度は遠藤さんが米山功労者に、ほか挟土、塚本さんが

協力者になられ、ご協力を頂きました。今年度は増額の 1,000

円を 100 万＄の食事の中から出して頂く様、理事会にお願いし

ましたら、ご承認頂きましたので、会費の中から出して頂ける

事になりました。 

特別寄付金につきましては、10 月の例会に私がお話をし、皆

様にご理解を頂き、1人10,000 円のご寄付をお願い致します。 

上期 5,000 円、下期 5,000 円に分けてでも構いませんので、ご

協力の程よろしくお願い致します。 

予算は私が卓話をしますので計上致しておりません。 

 

＜ニコニコボックス＞ 
●井辺 一章さん、堺 和信さん 
ようやく梅雨も明け、毎日暑い日が続きます。水分を十分に取
り熱中症に気をつけて頑張りましょう。本日は先週に引き続き
クラブアッセンブリーです。各委員長さんの 1 年間の活発な活
動を期待します。 
●井上 正さん 
先日かねてより東海財務局に申請しておりました管理型信託業
が無事登録を頂く事が出来ました。10 年越しの念願であり全国
で12番目の登録となります。また東京の京橋にも事務所を開設
し、今後は本格的に地方の活性化にお役立ち出来る地域信託会
社となれます様努力して参りたいと思います。 
●住田 泰典さん 
ピロリ菌を退治したら二日酔いしにくくなりました。ありがた
いことです。本日早退させていただきます。申し訳ありません。 
●大村 貴之さん､垣内 秀文さん、鴻野 幸泰さん、高桑 光範さん、
田中 晶洋さん､田中 武さん、田中 正躬さん、長瀬 達三さん､ 
松川 英明さん 
7月18日、東海地方の梅雨明けが発表されました。いよいよ猛暑
の始まりです。熱中症には十分お気を付け下さい。 
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